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FVT-airトラブルシューティング 

（2015年 6月 Ver.1.0） 

 

お客様へ 

このトラブルシューティングの説明は FVT-air の最新版である v2.1.0.5 の画面を使用して説明して

おりますので、納品時期によってはお客様ご使用の FVT-air画面と異なることがあります。 

 

 

●FVT-airをインストールした PCにおいて PACSビューワが起動しない 

以下の原因が考えられます。 

 [原因] FVT-air と PACS ビューワのポート番号が同じためビューワが起動しない（現在 1 社の PACS ビュー

ワでポート番号の問題が確認されております）。 

 [解決策] FVT-airか PACSビューワいずれかのポート番号を変更してください。FVT-airでの変更方法は、下

左図の初期設定画面で「編集」ボタンを押して表示される下右図の画面において、ポート番号を有効な

任意の番号に変更→任意のパスワードを入力→画面下にある「OK」ボタンとすすめてください。ポー

ト番号の変更を行った際は一度 FVT-airを閉じてから改めて起動してください。（FVT-airを閉じない

ままですとポート番号の変更が反映されません。） 
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●キャリブレーション実行時に「センサの初期化に失敗しました」というメッセージ

が表示される 

  

 以下 2つの原因が考えられます。 

 [原因 1] キャリブレーションセンサーが接続されていない。 

 [解決策] キャリブレーションセンサーを正しく接続してください。 

 

 [原因 2] キャリブレーションセンサーが PC（Windows）に認識されていない可能性があります。 

 [解決策] USB ポートが無効になっていれば有効にしてください。もしくは他の USB ポートに差してみてく

ださい。 

 

 

●キャリブレーション実行時に「ホワイトキャリブレーションの実行に失敗しました」、

続いて「LUTデータの作成に失敗しました」というメッセージが表示される 

   

 以下 2つの原因が考えられます。 

 [原因 1] キャリブレーションセンサーが正しくセットされていない（センサーのレンズ面がモニタにあたっ 

ていない）。 

 [解決策] キャリブレーションセンサーのふたをずらしてレンズ面をモニタにあててください。 

   

 [原因 2] モニタが目標最大輝度で設定した値以上の輝度を出せない。 

 [解決策] 最新版（v2.1.0.5）ではキャリブレーション対象モニタの輝度を設定できます（コマンド対応モニタ

に限ります）。下図の画面において対象モニタが出せる輝度を設定してキャリブレーションを行ってく

ださい。 
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●キャリブレーションを実行してもモニタに何も表示されない 

 正常時は「このディスプレイの中央にセンサを当ててください」と表示される 

 以下の原因が考えられます。 

 [原因] モニタの構成が変わっている可能性があります（接続するモニタに変更があったり、前回使用時からモ

ニタの向き（縦・横）を変えた場合）。 

 [解決策] 下図の初期設定画面で「ディスプレイ構成の再読み込み」ボタン（古いバージョンでは「初期化」ボ

タン）を押してからキャリブレーションを実行してください。 
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●品質管理試験の「定期的な不変性試験」結果において「最大輝度誤差が 10％以上

である」の項目が不合格になる 

 以下の原因が考えられます。 

 [原因] 「最大輝度誤差が 10％以上である」の項目は、受入試験時に測定した輝度の劣化を確認しています。

定期的な不変性試験の実施中に表示される「目標最大輝度」の入力画面に適切な値を入力していないと

受入試験時の輝度を０（ゼロ）と判断してしまうため不合格と判定されてしまいます。 

 [解決策] 「目標最大輝度」の入力画面で受入試験時に測定した輝度（下図、受入試験結果の測定最大輝度の値）

を入力してください。受入試験を実施していない場合は、受入試験を実施してから定期的な不変性試験

を実施してください。（受入試験実施直後に定期的な不変性試験を実施しますと、直前の受入試験結果が

自動で反映されるため、目標最大輝度の入力画面は表示されません。） 

     

 

 


